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2024 年度 一般財団法人日本看護学教育評価機構 定時評議員会 議事録

開催日時：2024年6月14日（金）15: 00~16 : 15 
開催場所：千代田区内神田2-l1-5大沢ビル4階
開催場所：WEB会議システム(Zoom)による開催
出席評議員数：評議員総数 7名

出席評議員数 7名
（以下敬称略）
出席評議員7名：鎌倉やよい、島袋香子、西村ユミ、堀内成子、田母神裕美、戸田潤、和住淑子
出席理事5名：高田早苗、田村やよひ、井上智子、大日向輝美、北素子
出席監事2名：鈴木志津枝、小松浩子
議事録作成者：商田早苗

配布資料：
2024年度評議員会議事次第
資料1 : 2023年度決算報告書・監査報告書
資料2 :第4期理事・監事の退任および選任
報告資料1 : 2023年度事業報告書
報告資料2 : 2024年度事業計画
報告資料3 : 2024年度収支予算
報告資料4 : 2024年度新会員校
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評議員会開催の定足数である評議員の過半数の出席 を確認し、定款第22条に則り、出席評議員の
中から堀内成子評議員が議長に選出された。出席評議員と役員、監事の紹介があった。また、議長よ
り議事進行にあたり審議事項と 報告事項 を織り交ぜながら進行する旨告げられた。

III.議事録署名人
定款第27条により、議長の堀内成子評議員及び高田早苗代表理事と する。

w．議事
報告事項1. 2023年度事業報告（高田代表理事）

報告資料lの通り「会員数」「管理・運営」 「 評価事業」「海外と の交流」「事業計画達成度」につい
て報告した。冒頭に会員校に向けて事業報告の概要を記している。「管理・運営」では、諸規定 を制
定・改訂し、新規事業と しては会員交流集会事業を行った。「 評価事業」 は5校の評価 を 実施し、全
て 「 適合」 となり、その評価報告書全文はホ ームページで公表している。また、初の訪問による実地
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調査を行った。 大学院評価のあり方検討プロジェクト報告書は理事会承認となり、 今後は評価基準作

成に向けて評価基準検討委員会が進めていく。 「海外との交流」は、JICAバングラディシュ本邦研修

への協力、 韓国看護教育評価院役員との意見交換を行った。 「2023年度事業計画達成度」は記載の通

りであり、 概ね達成した旨が報告された。

第1号議案 2023年度決算承認・監査報告（北財務担当理事・鈴木監事）

資料 1の決算報告書に基づき、 北財務担当理事より説明がなされた。 当期計上増減額は法人税支払

を加え、 マ イナス761万円となり、 正味財産は 1,887万円であることが報告された。 赤字決算となっ

た理由は、 会員数が10 校増となり会費収入は増えたものの、 受審校が 5校であったことにより収益祝

となったためである。 また、 当年度収支差額が黒字となる受審校数は14~15校からであり、2024年［

12校、2025年度11校の赤字決算を超えたのち、2026年度からは黒字転換する予想である旨報告され

た。 監査報告書について、 鈴木監事より2024年 4月26日に監査を行い、2023年度の決算および業務

報告は真実であると認められたとの説明があった。

鎌倉評議員：実地調査が対面となり、 支出がかなり増えているが、 今後も対面で調査を行うことを前

提としてシミュレ ー トの上、2026年度に黒字となる認識でよいか。

北財務担当理事：その通りである。 2024年度、2025年度は赤字が続くものの、2026年度は23校の受

審校数が見込まれ黒字化するとの予想である。

戸田評議員：受審校数は財政に大きく影響する。 対面実地調査は費用がかかるため、 継続するにあた

り詳細なシミュレ ーションが必要となる。 複数年度先まで見据えての計算が安全であると考える

北財務担当理事：今後詳細な将来予想を立てていく。

高田代表理事：年会費収入で経費が賄うことができれば、 受審校数による影響はここまで大きくはな

いが、 加入促進のために低額に抑えている。 監査時にも話題となっていたが、 物価高騰の煽りは旅

費交通費にも直接関係している。 これらを含めた詳細なシミュレーションを再度行っていく。

小松監事：物価高騰の影響を踏まえた中長期シミュレーションが必要であるとの意見は監査時に出て

おり代表理事が述べられた通りである。

田村常任理事：受審校数が財政に影響することもあり、2021年、2022年と2度にわたり会員校に受
．

審希望年度を調査した。 しかし、 調査段階での受審希望数と実際に申請された数とは乖離している

状況であり2026年度が23校で確定しているわけではない。 JANPU会員校の半数に満たないJABNE

会員数であるので、JANPU総会等で入会促進を図っていく取り組みが必要と考えている。

結論：採決の結果、 定款第24条に基づき過半数の賛成が得られ、 第1号議案「2023年度決算・監査

報告」が承認された。

第2号議案 理事・監事の退任及び選任（高田代表理事）

資料2の通り、 任期満了に伴い退任する理事・監事の紹介と、 再任、 新任理事・監事候補者の紹介

が行われた。

退任 代表理事 高田 早苗

退任 常任理事 田村 やよひ
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ており、JABNE会費に使用する助成等はできると考えている。ただ、認証評価を受けた後に、どの
ようなメリットがあるのかが明確化されると入会に繋がると思われる。基準協会の認証評価受審に
おいても、受審疲れで終わることがあるので、認証評価のメリットの明確化を皆で考えていってほ
しし ‘。

田母神評議員：本協会（日本看護協会）も少子化の中での看護職確保の点で、看護師基礎教育の充実
は喫緊の課題と捉えている。JABNEの事業は意義の高い看護師教育であり、生涯学習に続くものと
考えている。引き続き本協会も基礎教育の充実、生涯学習の体系的位置付けへ向けて取り組んでい

和住評議員：助産評価機構や薬学評価機構等、他の認証評価団体における財政基盤安定に向けての取
り組みに関して意見交換は重要と考える。モデルコアカリ改訂に向けて、第2期基準改定をすると

のことだが、次世代看護学教育は相当変化が大きいと考えている。将来を見据えた基準を時代にふ
さわしいものにしていく検討をしていただきたいと考えている。

次回定時評議員会の開催日時について（事務局）
2025年度定時評議員会は、改めて日程調整を行う。

以上、Web会議システムは終始異常なく、2024年度定時評議員会は16時15分に終了した。

この議事録が正確であることを証するため、議長および出席した理事のうち1名より以上の議事を認
め、記名押印する。

よりよゲ年 ¢ 月ュ〗
一 日

評議員会議長氏名 1/i ＼勾 v穴
｀

ぐ：

出席理事（代表理事）氏名 ］］ 国 ＼：［：［ 
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